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1 はじめに

検索要求自体を明確化しながら必要とする情報へ

の到達を目指すプロセスは探索的検索と呼ばれてい

る [1]．クエリを修正しながら検索を繰り返す中で

検索要求に関わるキーワードを発見し，それを手掛

かりに得たかった情報に辿り着く，といった一連の

検索行為もこの範疇に属する．

検索要求の明確化には検索対象への理解が必要で

ある．探索的検索の支援においても，検索対象の理

解を助けることがその機能として求められる [2]．一

般に，対象をよりよく理解するためには，(i)個々の

事柄の詳細を把握する (ii)関連する事柄の相互関係

を把握する (iii)把握する対象を広げる，といった行

為が有効であると考えられる．本研究では (ii), (iii)

に焦点をあて，これらの支援を狙った探索的検索の

ためのユーザインタフェースを提案する．提案手法

では，検索対象にタグが付与されており，そのタグ

の集合が階層構造を有していることを前提とし，そ

の構造を支援に利用する．具体例として，提案手法

をWikipediaに適用した結果を示す．

2 関連研究

検索対象となる情報相互の関係理解を支援する

方法の一つに，検索結果を構造化して提示すること

が挙げられる．構造化手法としては，クラスタリン

グ [3]，カテゴリ分類 [4]，ファセットの利用 [5]など

様々なアプローチが提案されている．Mirylenkaら

は検索結果の各文書をWikipediaのカテゴリに関連

付けし，そのカテゴリ名の集合から要約を生成し

てユーザの理解を支援している [6]．要約の生成に

はWikipedia カテゴリの階層構造を利用している．
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我々の提案手法も，タグが付与されている検索結果

を，そのタグどうしが持つ階層関係を利用して構造

化している．この点で Mirylenkaらの手法と類似し

ているが構造化の目的は異なるため得られる構造も

異なったものとなる．提案手法における構造化の狙

いは要約を示すことではなく，検索結果の全体と部

分（に対応するトピック）の関係を示すこと，そし

て，そのトピックを情報探索活動の範囲を拡げる手

段として提供することにある．

3 提案手法

3.1 検索結果の構造化

本節では，図 1に示した例を用いて検索結果の構

造化手法について述べる．図 1左の木構造はタグの

相互関係を示したものである．A，Bなどはそれぞ

れタグであり，タグ間のエッジは上位/下位（例えば

Aは Bの上位）の関係を表している．いま，あるク

エリ qで検索した結果，文書集合 R(q)が得られたと

する．図 1左に示したタグの中で白抜き文字で表し

ているものがあるが，これは R(q) のいずれかの要

素に付与されたタグであること，すなわち，検索結

果に付与されたタグの分布を示している．この検索

結果に付与されたタグを Rタグと呼ぶことにする．

この Rタグの分布に基づき，検索結果をテーブル形

式（図 1右）に構造化する．
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図 1 タグの階層関係を利用した検索結果の構造化

まず，以下の手順により，タグの相互関係をテー
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ブルヘッダとして表す．(1)各 Rタグ tを起点とし

て下位方向に hホップの範囲にあるタグの集合 T(t)

を作成する（例では h=3）．(2)タグ集合のうち要素

を共有するものを併合する（例では T(C)と T(O)を

併合する）．(3)各タグ集合において Rタグ以外を除

去する．ただし，複数の R タグの上位に位置するタ

グ（例えば D）は残す．(4)得られたタグ集合に属す

る要素の階層関係を表形式で表わす．

次に，検索結果 R(q)の各要素（図 1の document1

など）をそれに付与されたタグの行に配置する．図

では，document8が Cの欄につながっている * で示

した行に配置されているが，これはこの検索結果に

タグ Cのみが付与されている（言い換えれば，Cで

はあるが，Fや Gではない）状況を示している．一

方，一つの検索結果に上位/下位関係にある複数の

タグが付与されていて場合には，そのうちより下位

のタグの行に配置する．

3.2 多様な情報へのアクセス支援

提案手法では，構造化された検索結果を利用して，

より多様な情報へのアクセスを支援する．以下，そ

の情報探索プロセスについて述べる．図 2は，説明

のために検索対象となる情報（文書）の分布を図式

的に示したものである．簡単のため，各文書にはタ

グ Tag1～Tag4のうち 1つが付与されており，そのた

め，検索対象が 4つの部分に分けられているとする．
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図 2 情報探索支援のシナリオ

この情報探索プロセスは，ユーザがクエリ q1で検

索を行うことから始まる．ユーザに検索結果として

示されるのは，q1 に適合する文書のうち上位にラン

ク付けされたものである（図で (a)として示した部

分）．この検索結果に対して提案手法による構造化

を行いユーザに提示する．提示されたタグの中から

ユーザが興味の対象となるタグ（この例では Tag3）

を選ぶことで，このトピックに関する情報（図の

(b)）に効率的にアクセスできる．さらに，q1と Tag3

に関連する新たなクエリ候補 q2 がユーザに提示さ

れる．ユーザは q2を手掛かりに関連情報（図の (c)）

にたどり着くことができる．なお，q1 と Tag3 から

q2 を導き出す方法については，別稿に譲る．

4 Wikipediaへの適用例

我々は，提案手法を用いてWikipedia記事検索の

実験システムを作成し，有効性を検証している．本

実験ではタグとしてWikipediaのカテゴリを利用し

ている．図 3は「うどん」で検索した結果の一部で

ある．Web検索エンジンの UIと同様に，検索結果

を選択（クリック）することでWikipediaの当該記

事にアクセスできる．さらに，テーブルヘッダに表

示されているタグを選択することでそのトピックに

焦点をあてた情報探索を進めていくことができる．
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図 3 Wikipedia記事検索への適用例
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